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稲美町教育委員会議事録 

1 開 催 日 時   令和 2年 10月 22日（木）     

                             

2 開 催 場 所   稲美町役場 305会議室 

 

3 会議に付した事項 

 

日程第１ 諸 報 告 

 

(1) 行事・経過報告について 

 

（2） 10月・11 月の行事予定について  

 

日程第 2 議  案 

 

議案第 10号 令和 3年度稲美町立幼稚園の入園許可について 

 

日程第 3 そ の 他 

  

 （1） 9月分問題行動件数について 

 

  (2)  令和 2年度稲美町立幼稚園・小学校・中学校の卒業(修了)式の日程について 

 

(3) 第 1回稲美町生きる力を育むための小・中連携推進委員会の報告について 

 

 (4)  稲美町教育委員会後援名義等の使用承認について 

 

  (5)  区域外就学許可の報告について 

 

(6)  第 2回稲美町社会教育委員会の報告について 

 

  （7） 令和 3 年度の予算編成について 

 

4 出 席 委 員 

        教 育 長    松 尾 哲 子 

開会 15時 00分 

閉会 15時 48分 
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        委      員    後 藤 哲 夫 

委      員    北 口 隆 男 

         委      員    本 多 澄 子 

委      員    髙 田 道 夫 

 

5 出 席 職 員 

        教 育 政 策 部 長      沼  田   弘 

        生涯学習担当部長兼文化の森課長    山 本 勝 也 

教 育 課 長    木 村 明 宏 

        学校教育担当課長    野 邊 久 美 

管 理 担 当 課 長    井 上 智 久 

                人 権 教 育 課 長    丸 山 一 也 

        生 涯 学 習 課 長    畠   邦  彦 

 

6 開  会 

 

教育長 

 委員の皆さまにおかれましては、お忙しい中、ご出席たまわり、誠にありがとうござい

ます。 

 本日の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第 3 項の規定により

定足数に達しております。よって、会議が成立していますので、ここに開会いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしております。 

次に、会議の傍聴を希望する者が 3 名ありますが、許可することとしてよろしいか。お

諮りします。 

 

各委員 

 意義ありません。 

 

教育長 

ありがとうございます。それでは、稲美町教育委員会会議規則第 19 条の規定に基づき、

許可することといたします。 

傍聴人は入室してください。 

次は、議事録の承認ですが、前回定例会の議事録をお手元に配付いたしておりますが、

これを承認いただけますか。 

 

各委員 
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 意義ありません。 

 

教育長 

「異議なし」の声をいただきましたので、議事録は承認されました。 

次は、議事録署名委員の指名です。議事録署名委員は、稲美町教育委員会会議規則第 16

条第 2項の規程により、教育長から指名いたします。後藤哲夫委員にお願いいたします。 

続きまして、私の方から、日程第 1、諸報告を行います。今回は前回の開催より日が浅

いため、口頭で報告させていただきます。2 日に、髙田教育委員の任命式を町長室で行い

ました。12 日には校長会、14 日は園長会を開催しました。園長会では、長期休業中の預

かり保育について園長先生からいろいろな意見をいただきました。以上で私からの報告を

終わります。 

続きまして、各課より報告をお願いします。 

 

教育課報告 （報告内容省略） 

 

人権教育課報告 （報告内容省略） 

  

生涯学習課報告 （報告内容省略） 

 

文化の森課報告 （報告内容省略） 

 

教育長 

各課の報告について、何かご意見があればお願いします。 

 

後藤委員 

 宝塚の中学校におきまして、部活動指導の問題がまた起きております。以前、桜ノ宮高

校のバスケット部の顧問の指導で、キャプテンが自死するということから、非常に大きな

うねりの中で、勝利至上主義からの脱却をめざしての指導のあり方について、様々な研修

が行われたはずなのですが、やはりこういうことが起きてしまうということになりますと、

そしてまた、虐待的、暴力的な指導をして怪我をさせた方が地域の部活動のまとめ役的な

人だったということは、非常に大きな、深い問題だと感じています。自分自身がそうした

暴力や暴言を使っての部活動指導の中で育ちますと、どうしても、自分が指導者になった

ときに、そのやり方しか知らないということになって、それが受け継がれていってしまい

ます。私も部活動の指導を続けてきたのですが、他校で目に余る指導をしている人もいて、

「ちょっと、今のはひどいのではないか。」と指摘しましても、「いや、僕らはこんなも

んじゃなかったですよ。」という言い方で、当然のように平手打ちをやっている場面もあ
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りました。ですから、これは、ある程度の期間をおくと、常に研修をしていかなければい

けないことなのだと痛感しました。先生方も次々と変わっていきますので、ぜひ、そうい

う機会を作っていただいて、常に指導のあり方についての研修を実施していただきたいと

思います。子ども達へも、困りごとの調査をされているわけですから、そういう中で、部

活動の中でのことも伝えてくれたらと思います。小さなことからできるだけ早く対応して

いくことで、子ども達にとっても、指導者本人にとっても、状況を変えてよい結果につな

がっていくと思います。特に若手の先生方に対する研修をよろしくお願いいたします。以

上です。 

 

木村教育課長 

 教職員の非違行為につきましては、部活における体罰も含めて、10 月 12 日に行いまし

た校長会で、上半期の主な事例を挙げて、それを教職員全体に指導を行うと共に、人事評

価の面談の時期になってきましたので、一人ひとりに仲立ちで伝えてもらいたいというよ

うに伝えています。また、今年度、コロナウィルス感染拡大防止対策もあり、部活動がで

きる時間が非常に限られた時期がありました。その時に、いかに効果的に活動させるかと

いうことを教職員は非常に苦心して、自分たちで主体的に考えさせて、こんなことができ

る、あんなことができるということを積み上げてきていますので、それが一つのよいきっ

かけになったと思います。引き続き、積極的に啓発を行なっていきたいと思っています。 

 

後藤委員 

 よろしくお願いします。 

 

北口委員 

学校現場の先生方に、コロナの感染防止のために非常にご苦労をいただいているという

ことについてのお礼は、前回の会議で申し上げたところですが、2 学期は特に、校外で行

なわれる学校行事がたくさん集中しており、ご心労はいかばかりかと思うところでありま

す。課長から報告がありましたように、中でも泊を伴う修学旅行が無事に終わったという

ことはうれしいことだと思います。また、運動会がまだ 1 校残っているようですが、いい

お天気に恵まれ、日頃の努力が報われるような形で、子ども達の笑顔が運動場いっぱいに

広がったらいいなと思います。そこで一点、おうかがいします。トライやる・ウィークと

か自然学校は、補助事業ということで補助金がついていたのですが、今年は日数の短縮だ

とか、泊を伴わないだとか、形が変わりました。それでも、補助金は受けられると認識し

てもよいのでしょうか。細かいことですが、教えてください。 

 

木村教育課長 

 例年通り、補助事業として行っています。金額についても大きな変更はないのですが、
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県全体で、当初の計画通り実施されない市町も出ていますし、こういうところで感染症防

止対策のためにバスの台数を増やすこと等、県に理解をいただいて、若干余裕を持って予

算を運用できるところも出てきています。今までどおりとお考えいただいて結構です。 

 

北口委員 

 ありがとうございます。 

 

教育長 

 ありがとうございました。他に、何かご意見はございませんか。 

ご意見がないようですので、次は、日程第 2、議案第 10 号「令和 3 年度稲美町立幼稚園

の入園許可について」を議題といたします。事務局から提案理由の説明を求めます。 

 

井上管理担当課長  （報告内容省略） 

 

教育長 

このことについて、何かご意見はございませんか。 

ご意見がないようですので、これより採決に入ります。議案第 10 号は、原案のとおり

承認することにご異議ございませんか。 

 

各委員 

 意義ありません。 

 

教育長 

ご異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認されました。 

次は、日程第 3、その他(1)「9 月分問題行動件数について」を事務局から説明願います。   

 

木村教育課長  （報告内容省略） 

 

丸山人権教育課長  （報告内容省略） 

  

教育長 

このことについて、何かご意見はございませんか。 

ご意見がないようですので、次は、その他(2) 「令和 2 年度稲美町立幼稚園・小学校・

中学校の卒業(修了)式の日程について」及び(3）「第 1 回稲美町生きる力を育むための

小・中連携推進委員会の報告について」を事務局から説明願います。 
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木村教育課長  （報告内容省略） 

 

教育長 

このことについて、何かご意見はございませんか。 

 

後藤委員 

 稲美町の小学生、中学生について、生活面での問題行動の減少が成果として認められる

ところですが、それの根本的なところは、小中連携委員会、心のサポート委員会が両輪と

なって常に小中を通しての子ども達の情報、また先生方の情報の共有がきっちりと行われ

ていることが非常に大事なことなんだろうなと思っています。こういう委員会の内容をさ

らに深めていただいて、具体的に取り組んでいくことを決めていただいて、小中が一緒に

育てていくという機運をさらに盛り上げていただくと、将来がさらに明るいのではないの

かと思いますので、いろいろ準備等大変だと思いますが、よろしくお願いします。 

 

教育長 

このことについて、他にご意見はございませんか。 

ご意見がないようですので、次は、その他(4)「稲美町教育委員会後援名義等の使用承

認について」及びその他(5)「区域外就学許可の報告について」を事務局から説明願いま

す。   

 

木村教育課長  （報告内容省略） 

 

教育長 

このことについて、何かご意見はありませんか。 

ご意見がないようですので、次は、その他(6)「第 2 回稲美町社会教育委員会の報告に

ついて」及びその他(7)「令和 3年度の予算編成について」を事務局から説明願います。 

 

畠生涯学習課長  （報告内容省略） 

 

沼田教育政策部長  （報告内容省略） 

 

教育長 

このことについて、何か、ご意見はございませんか。 

ご意見がないようですので、以上で、本日の議事はすべて終了しました。 

なお、次回定例教育委員会は、11 月 26 日(木)15：00 からですので、よろしくお願いい

たします。 
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 それでは、これで本日の会議を閉会といたします。本日は大変お疲れ様でした。ありが

とうございました。 

 

 

 


